
授業改善の工夫 自分の思考過程や考えを可視化，顕在化させる活動の工夫 

 

小学校算数科 第４学年 わり算の筆算（２）－わる数が２けた－ 

単 元 名 「わり算の筆算を考えよう」 

単元のねらい 
整数の除法の計算について理解し，その計算が確実にできるようにすると

ともに，それを適切に用いる能力を伸ばす。 

 

 

単元の流れ 

 

 

「わり算の筆算を考えよう」（総時数 １４時間） 

（１）何十でわる計算（１時間） 

（２）２けたの数でわる筆算(1)（６時間） 

（３）２けたの数でわる筆算(2)（３時間） 

（４）わり算のせいしつ（２時間） 

（５）まとめ（２時間） 

※実際のプログラミングでは，フローチャートに表したものをコンピュータ言語に置き換

えてプログラムを作成していく。毎時間の学習のまとめとして，学習した筆算の手順を

フローチャート（簡略化したもの）に整理することは，コンピュータを使わないプログ

ラミング体験ととらえることができる。 

 

本時のねらい（第１３時） 

学習内容の定着を確認し，理解を確実にする。 

 

児童に示す本時のねらい 

正確に計算するためにはどうすればよいか。 

 

学習過程 

段

階 
学習内容・生徒の活動 

時間 

（分） 
指導上の留意点等 

 

導 

 

入 

１ 課題を把握する。 

         ２９ 

     １８ ）５８３ 

        ３６ 

        ２２３ 

        １６２ 

         ６１ 

 

 

７ ○ 誤答を提示し，どこを修正すればよいか

話し合い，本時のめあてにつなげる。 

○ 正しい答えやその求め方を，教師の「問

い返し（根拠）」や，筆算のアルゴリズム

を，複数の児童に「再生」させることで筆

算の手順を確認し，正しく計算するために

気を付けることを共有できるようにする。 

〇 児童に共有させたいこと 

・商はどこの位からたつか？ 



・本時のめあてを確認する。 

 

・あまりの大きさはわる数より小さいか？ 

〇 本時のまとめは，一人一人のまとめの文

章が異なる表現となることを伝えておく。 

 

 

 

展 

 

 

 

開 

２ わり算の手順をまとめる。 

・単元で学習した全てのわり算の手

順に対応するフローチャートを，

下の言葉を使って書く。 

 

 

例 

 

 

 

 

 

 

 

 

・グループで，再現性があるかどう

か検討しながら，フローチャート

に整理する。 

 

 

３ 練習問題を解く。 

・整理したフローチャートの手順に

従って，練習問題を解く。 

・フローチャートの手順で答えを求

めることができない場合は，その都

度修正をする。 

２５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

〇 単元で学習したわり算（２位数÷２位

数，３位数÷２位数）の手順に対応するフ

ローチャートを書くことで，仮商修正の仕

方の理解を深めさせる。筆算の手順を客観

的にとらえることで，自己のつまずきを把

握させ，正しく計算できるようにさせる。 

【プログラミング的思考の育成】 

○ わり算の手順をフローチャートに整理で

きない児童には，わり算の筆算の仕方を言

語化させ，言語化したことを順序立てて整

理させる。 

 

 

 

 

○ 個人で整理したフローチャートに，再現

性があるかどうかをグループで検討させる

ことで，単元の学習内容を振り返らせ，筆

算のアルゴリズムのよさを実感させる。 

【ポイント】 

〇 フローチャートの手順に従って計算させ

る。フローチャートの手順で計算できない筆

算があった場合には，その都度フローチャー

トを修正させていく。コンピュータを使った

プログラミングで考えれば，作成したプログ

ラムを実行し，自分の意図する動きになるよ

うに修正することと同じである。実行と修正

が繰り返されることで，一般化する力が高ま

り，プログラミング的思考が育成される。 

 

ま

と

め 

４ 学習の振り返りをする。 

・正確に計算するためには，フローチ

ャートに整理した筆算の手順にお

いて，どこに気を付けて計算すれば

よいかをノートにまとめる。 

３ 〇 自己の思考の筋道を客観的にとらえて記

述している児童を紹介する。 

※単元前に，コンピュータを使ったプログラミング体験に取り組ませておくと，プログラミング体験を想起

しながらフローチャートに整理する活動に取り組めるため，プログラミング的思考の育成に効果的である。 

正確に計算するためにはどうす

ればよいか。 

ひけない

はじめ

おわり

たてる

かける

ひ く

次の位

たたないたつ

たてる

おろす

商
を
小
さ
く
す
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商
を
大
き
く
す
る

あまり

はじめ おわり たてる かける 

ひく おろす あまり 次の位 

まず，わる数を〇〇と見積り，仮商を立てます。
次に，わる数と仮商の積をわられる数から引きます。
もし，ひき算ができないときは，仮商を小さく修正します。
また，ひき算ができたとしても，あまりがわる数より大きい
時は仮商を大きく修正します。・・・


